
中核市サミット豊田宣言２０２２ 

  中核市は、地域の中核都市として、地方分権の推進と地域の発展に大きな役
割を果たしてきました。 
デジタル化や脱炭素といった変革とイノベーションの進展による新たな手法や
価値が創出され続ける中、私たち中核市は、これまで描いてきた「ミライ」の実現
に向けて、新たな価値基準への転換を進めるとともに、将来にわたって持続可能
なまちづくりを進めていくために、「ミライ」のさらに「その先」を描きなおす、重要
な時期を迎えています。 
本サミットでは、「多様な主体とつながり、つくり、暮らし楽しむ～中核市が描く
『ミライのその先』～」をテーマに、「時代の変化にしなやかに適応する産業のミラ
イ」、「多様なつながりと描く地域共生社会のミライ」に焦点を当てて議論を行い、
次のとおり、全国の中核市が連携して取り組むこととしました。 

１   産業構造の変革や人口減少などの社会の変化への適応が求められる中、
私たち中核市は、多様な主体との連携のもと、新しいモノや考え方と豊かな地
域資源を融合しながら、時代の変化にしなやかに適応した「産業のまちづくり」
を推進し、持続・発展し続ける産業のミライのその先を目指します。 

２   人々の価値観や生活様式が日々変わりつつある中、私たち中核市は、市民
の幸せを実現するために、その変化に向き合うとともに、多彩な主体の力を重
ね合わせ、生かし合うことで、多様なつながりと描く「地域共生社会のまちづく
り」を推進し、誰もが幸せを感じながら生きるミライのその先を目指します。 

  中核市６２市の人口は約２，２７５万人となり、全国における存在感と地方自治
の理念の実現に向けた中核市の責任は、今後もより一層大きくなっていきます。 
  私たち中核市は、それぞれの地域の特性を生かしながら、ともに連携協力して
以上の取組を推進し、多様な主体とつながり、時代の変化に適応した持続可能
なまちづくりを推進することで、日本の明るい「ミライのその先」を描いていくこと
を、ここに宣言します。 
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